












研究目的

　ヘルペスウイルスの胎児および新生児に対する影響としては,妊娠中の初感

染で奇形を生じたという報告(1～4)があり,また最近 20 歳代の初感染が増えて

きた(5)ことから,とくに 2型ヘルペスウイルスで起こりやすい陰部感染が新生

児に対して産道感染を起こす危険が大きくなりつつある。陰部感染の場合,1

型ヘルペスウイルスでもかなりの感染例があり,とくにそのような場合は症状

が激烈であることが多いのは(6)初感染例の増加を意味する。


